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鳳来寺山

鏡岩 と本堂

仁 T門 (重 要文化 lll)

鳳
来
寺

大
宝
三
年

（七
〇
三
）
勅
命
に
よ
り
仙
人

が
鳳
凰
に
乗
っ
て
御
所
に
参
内
し
、
文
武

帝
の
お
悩
み
を
お
直
し
し
た
の
で
天
皇
は

こ
の
山
に
寺
を
お
建
て
に
な
り

「鳳
来
寺
」

の
名
を
賜
っ
た
。

本
　
堂

昭
和
四
十
九
年
再
建
。
子
授
け
の
功
徳
が

あ
り
、
徳
川
家
康
の
こ
母
堂
が
参
拝
し
家

康
を
授
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

鏡
　
］石

屏
風
岩
と
も
い
い
、
高
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル

の
絶
壁
で
、
第

一
の
勝
景
地
。

仁
王
門

国
重
要
文
化
財
。
正
面
の
額

〈
鳳
来
寺
）

の
文
字
は
光
明
皇
后
こ
染
筆
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

傘

杉

杉
と
し
て
は
樹
高
日
本

一
を
誇
り
、
樹
齢

八
五
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
。

石
　
段

石
段
の
長
さ
は
九
町
、
俗
に

一
四
二
五
段

と
い
わ
れ
て
い
る
。　
一
町
毎
に
町
目
石
が

立
っ
て
い
る
。
石
段
は
健
康
に
最
適
。

仏
法
僧

五
～
七
月
に
山

一
帯
で

「ブ
ッ
ポ
ウ
ー
ソ

ー
」
と
鳴
く
声
が
少
し
前
ま
で
は
、
よ
く

聞
こ
え
た
。

靱
※
[卜「[割鴇月朋
期間限定運行   ‐‐

鳳来寺山参造

崎
　
　
東
名
高
速

岡

議
鰺
議
鰺
酸
鱗

至

長篠城址バス
豊川 JR飯 田線

．一

赫

至浜松 (R257)
至浜松

自動車■国道 151号線 (豊川インターより約50分 )

電 車■JR飯 田線 鰹 橋駅より約60分 )● 本長篠駅下車 ブヽス 12分 。湯谷温泉駅下車 ノヽス 12分

鳳来寺山頂駐車場 (有料)よ り東照富まで徒歩 10分

傘杉 と石段

鳳来寺山
バークウェィ



祭典日 1月 1日

2月 17日

4月 17日
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11月 23日
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12月 29日

毎月 17日
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緒

慶

安

元
年

（
一
六

四
八
）

四
月
、

徳

川

三
代

将

軍
家

光

公

が
日
光

山
東

照
宮

ご
参
拝

の
折

、

兼

ね

て
命

じ

て
あ

っ
た

「東

照

社

縁

起

」

を

改

め

て
ご

覧

に
な

ら
れ
た
。

そ

の
第

一
巻

に
東

照

（
家

康

公
）

大

権

現

の
お
父
君

（
広

忠

卿

）

が
、

子

ど

も

の
な

い
こ
と
を
嘆

い
て
、

お
母
君

（北

の
方
伝

通

院

）

と
ご

一
緒

に
鳳
来

寺
峯

薬

師

へ
御

参
籠

さ
れ
ご
祈

願

を
な

さ
れ

た
ら
、

そ

の
証

が
あ

っ
て
、

そ
れ

か
ら

間

も

な
く
北

の
方
伝

通
院

殿

が
身

ご

も

ら

れ
、

十

二
か
月

過
ぎ
、

天
文

十

一
壬

寅

年

（
一
五

四

二
）
十

二
月

二
十

六

日

に
ご
出
産

遊

ば

さ
れ

た

の
が
東

照

大
権

現

で
し
た
。

　

し
た
だ

ら

こ
れ

は
、

「真
達

羅

大
将

（
寅
童

子
）

が
生

ま

れ
変

わ

っ
て

こ

の
世

に
現

れ
、

武
徳
を
天
下

に
広

く
知

れ
わ
た
ら
せ

て
、

数
百

年

の
兵

乱

を

お
鎮

め

に
な
り
、

世

の
中

が
極

め

て
平

和

に
過

ご

せ

る
基
礎

を
開

か
れ
た

の
で
し
た
。

そ

の
た

め
、

お
母
君

は
ご

生
涯
名

代

と

し

て
岡
崎

甲

山
寺

の
定

光

坊

を
鳳
来

寺

峯
薬

師

に
遣

わ

し

て
、

心

を
込

め

て

報

謝

の
誠

を
捧
げ

ら

れ
た
」

と
書

い
て

あ

っ
た

の
を
ご
覧

に
な
り
、

非
常

に
感

銘

さ
れ

て
、

そ

の
恩
返

し

と

し

て
、

薬

師

堂

を
始

め
数
多

く

の
堂
坊

を
再

建

さ

れ

ま

し
た
。

ま

た
、

東

照
宮

を
新
設

す

る

こ
と
も
思

い
立

た
れ

て
、

老

中

阿
部

豊

後

守

忠

秋

を
呼

ん

で
、

早
速
御
造

営

の
旨

を

お

っ
し

ゃ
ら

れ
、

徳

川

四
代
将

軍
家

綱

公

の
時
、

慶

安

四
辛

卯
年

（
一

六

五

一
）

九

月
十

七

日

に
落
成

創

祀

さ

れ
ま
し
た
。



正面階段

松
平
広

忠

公
夫
妻

が
、
鳳
来
寺

山

に
参
籠
祈
願

し

て
竹
千
代
君

（家
康

公
）
を
儲

け
ら
れ
た
と

い
う
所
伝

に
よ
り
、
慶

安
元
年

三
代

将
軍
家
光

公
が
当
山

に
薬
師
堂
再
建

と
東

照
宮
勧
請

を
発
願
、
太

田
備
中
守
資
宗

を
造
営
奉
行

と
し

て
工
事

を
進

め
、
同

四
年
社
殿

落
成
、
江
戸
城
紅
葉

山
東

照
宮

よ
り
奉
遷

の
御
宮
殿

を
本

殿

に
安

置
し
、
壮
厳
な
正
遷
宮

を
行

い
、
四
代
将
軍
家
綱
公
よ
り
神
祖
御
画

像
や
太
刀
豊
後
友
行
作

（関

ヶ
原
陣
御
侃
用
と

い
う
）
が
献
ぜ
ら
れ

た
。
明
暦

二
年
幕
府

は
社
領
と
し

て
四
百
七
十
余
石

（
の
ち
五
百

四

十
余
石
と
な

る
）
を
寄
進

し
、
江
戸
時
代
十
回

に
及

ぶ
修
理
を
行

っ

て

い
る
。
明
治
五
年
神
仏
離
、
同
九
年
郷
社

に
列

し
、
同
十
年
鎮
守

社
を
合
祀

し
、
爾
後
山
麓

町
村

（鳳
来
寺

。
長
篠

。
海
老
）
後
旧
鳳
来

町

の
崇
敬
氏
子
に
よ

っ
て
奉
斎

さ
れ

て
今
日
に
至

る
。

鎮
座
地
鳳
来
寺

山

は
古
来
奥

三
河

の
霊
地

と
し

て
開

か
れ
、
東

照
宮

は
、
巨
厳

を

ぬ

っ
て
登
り

ゆ
く
石
段
千

四
百
余
段

の
極

ま

る

幽
遂
境

に
あ

る
。
石
段

は
本
邦
随

一
と
称

せ
ら
れ
る
。
本
殿
以
下
六

棟

は
重
要
文
化
財

に
指
定

さ
れ
、
昭
和

三
十

二
年

旧
鳳
来

町

に
置

か
れ
た
東
照
宮
修

理
委

員
会

に
よ

っ
て
屋
根
替

工
事

が
、
同
五
十

年

に
は
全
面
修
理

が
行

わ
れ
た
。
平
成

三
年
台
風

に
よ

る

一
部
補

修

に
続

き
平
成
十
五
年
全
面
屋
根
葺
替

え
と
部
分
改
修

に
よ

っ
て

見
事
江
戸
時
代
初
期

の
権
現
造
り

の
社
殿

に
蘇
生
し
た
。



一量
盤
爾

歳

本
　
殿

宿
３

三
間
　
築
闊

二
間
　
６
５

一
重
　
入
母
屋
造
　
桧
皮
葺

《
謄
Ⅲ
》

石
　
柵

折
曲
り
延
長
　
二
百
五
十
二
尺
六
寸

（お
よ
そ
七
十
六
メ
ー
ト
ル
）

石
灯
篭

二
基

板
　
札

一
枚

棟
　
札

三
枚

各
竿
に
慶
安
四
年
辛
卯
九
月
十
七
日
の
記
が
あ
る
。

慶
安
四
年
辛
卵
四
月
吉
日
の
記
が
あ
る
。

慶
安
四
辛
卯
年
九
月
十
七
日
の
記
が
あ
る
。

明
和
二
乙
酉
年
三
月
の
記
が
あ
る
。

天
保
四
癸
巳
年
六
月
の
記
が
あ
る
。

ヽ
予

狛

犬

武
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
家
康
公
の
お

か
げ
を
受
け
よ
う
と
、
出
征
将
士

が
欠
か
し
て
、
弾
丸
除
け
に
持
っ

て
い
っ
て
丸
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
は
三
代
目
の
狛
犬

〈
平
成
二
年

奉
納
〉
で
、
現
代
に
お
い
て
は
、

家
内
安
全
　
交
通
安
全
　
安
産
を

祈
願
し
て
、
狛
犬
を
な
ぜ
た
り
し

て
い
く
参
拝
者
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
家
康
公
の
こ
神
徳
の
偉
大
さ

が
う
か
が
わ
れ
る
。

艤
狛
犬

（現
在
三
代
目
）

平
成
二
年
十

一
月

旧
鳳
来
町
玖
老
勢
荒
川
伊
十
氏

よ
り
寄
進

警
拝
殿
上
部
の
鈴

平
成
四
年

旧
鳳
来
町
湯
谷
丸
山
新
氏

よ
り
寄
進

饉
社
務
所

平
成
十
五
年
八
月

奉
賛
会
及
び
多
数
の
崇
敬
者
の

協
力
に
よ
り
新
築
落
成
。

饉
防
災
施
設

（自
動
消
火
装
置
）

平
成
十
六
年
設
置

拝
　
殿

需
８

三
間
　
築
闊

二
間
　
６
５
　
一
間

一
重
　
入
母
屋
造
　
桧
皮
葺

幣
　
殿

（桁
行
）
二
間
　
（梁
間
）
一
間
　
一副
面
拝
殿
に
接
続

一
重
　
背
面
切
妻
造
　
桧
皮
葺

中
　
門

需
３

一
間
　
一
戸
平
唐
門
　
桧
皮
葺

左
右
透
塀

各
折
曲
り
二
十
五
間
　
桧
皮
葺

水
　
屋

（桁
衝
　
一
間

　

簗
口

一
間

一
重
　
切
妻
造
　
桧
皮
葺

水
盤
を
含
む

本殿全景

獲獲奮

一
間

鳥
　
居

木
造
朱
塗
鳥
居
　
　
　
一
基

石
造
鳥
居

（石
華
表
）
　

一
基

本
　
柵

お
よ
そ
四
十
メ
ー
ト
ル

燈
　
籠

銅
燈
籠
　
　
　
一
基

石
燈
籠
　
　
十
四
基

l■殿鈴

拝殿前右 の狛犬拝殿前左の狛犬



一
殿

ｏ
宮

・

ご
御

一一

斉撃
膨
往
ザ
静
ｒ
／″

ぜ
ｄ
携́
々
索
■
´ヽ
ゑ

狛犬 と随身 (若 )

家康公の遺訓

家
康
公

の
ご
功
績

三
百

六
十

五
年

も
長

く
平

和

の
世

が
続

い
た

こ
と

は
、
世
界
史

上

そ

の
例

を
見
な

い
。
家
康

公

の
神
業

に
も
等

し

い
お
力

に
よ

っ
て
、
そ

の
基
礎

は
固

め
ら

れ
た

の
で
あ

る
。
家
康

公

が
、
元
和

二

丙
辰
年

２

六

一
六
）
四
月
十
七

日
巳

の
刻
、
駿
府

城

で
こ
の
世
を
去

ら
れ
る
ま

で
、
七
十
五
年

の
生

涯

に
は
寸
分

の
隙
も
な
か

っ
た
。

そ
れ

は
幼

少

の
こ
ろ
か
ら
磨

き

ぬ
か
れ
た
不

世
出

の
英
才

と
、
と
ぎ

澄

ま
さ

れ
た
洞
察
力

と
、

俊
敏
な
実
行
力
と

に
よ

っ
て
、
つ
い
に
天
下
統

一

の
大
業

を
達
成

さ
れ
、
天
下
泰
平

の
基
礎
を
堅
く

築

か
れ
た

の
で
あ

る
。
ン」
の
公

の
偉
業

は
、
執
念

と
も
思
え

る
国
内
和
平

を
願
う
源
家

の
血
流

が
、

公

の
全
身

に
沸
き
た
ぎ

っ
た
結
果

で
あ
る
。

公

の
生
涯
を
貫
か
れ
た
精
神

は
、
そ

の
ご
遺
訓

に
集
約

さ
れ
、
現
代
人

の
心

に
静

か

に
働

き
か
け

て
い
る
。

狛犬 と随身 (老 )


